
栃木県立栃木高等学校　社会部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○高校生が参加できる各種クイズ大会に出場して優勝を目指す。

活動
方針

○クイズに関する問題や各種情報を収集し、幅広い知識の習得に努める。

休養
日

（特に設けない）

活動
時間

○毎週火～木曜日　１６：３０～１８：３０

月 参加予定大会等 その他

４月

５月

６月

７月
○高校生クイズ地区予選会

８月
○高校生クイズ全国大会

９月

10月

11月

12月

３月

１月

２月



栃木県立栃木高等学校　音楽部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○部活動の実施に当たっては、生徒の安全第一を考えて実施する。
○「より質の高い音楽」の実現を目指して、日頃の練習に取り組む。
○管弦楽団員の増員に向けて、より魅力的な活動を模索する。
○合唱団員を随時募り、合唱団の活動を再開する。
○活動を通して、生涯にわたって楽器や歌を愛好する心を培う。

月 参加予定大会等 その他

４月
○７日（月）入学式

活動
方針

○学業との両立を重視し、短時間で効率的な練習内容を考えることで、無理のない活動が行えるようにする。

休養
日

○管弦楽団は原則として月～金の週５日を活動日とし、それ以外の土日祝日は休みとする。
○合唱団は原則として月、水、金の週３日を活動日とし、それ以外の火、木、土日祝日は休みとする。
○春季、夏季休業中は、演奏会等を控えていることも鑑み、月～金の週５日を活動日とするが、土日は休養日とす
る。
○冬季休業中は、原則として全休とする。

活動
時間

○１日の活動時間は、平日１時間３０分～２時間程度として１８：３０には完全下校とする。
○長期休業中は、１日３時間程度の活動とする。

７月

８月
○１１日（月祝）栃高祭音楽部演奏会（とちぎ岩下の新生姜ホール）
○３１日（日）第７４回栃高祭（栃木高校）

５月

６月
○１５日（日）栃木県合唱連盟合唱祭

11月
○栃高文連合唱部会実技講習会
○栃高文連器楽管弦楽部会実技講習会

12月

９月
○１０日（水）栃高文連総合音楽祭　合唱・器楽管弦楽部門（宇都宮市文化会
館）

10月

３月
○栃木女子高校芸術発表会（賛助） ○２日（月）卒業式

１月
○１２日（月祝）栃木県高等学校音楽祭
○２５日（日）栃木県ヴォーカルアンアンブルコンテスト（宇都宮市文化会館）

２月



12月

３月
○英語ディベート冬季大会（即興ディベート）

１月

２月

10月

11月

８月

９月

６月

７月

４月

５月

休養
日

活動日（毎週木曜）以外

活動
時間

○平日は原則毎週木曜日の16:30～18:30に活動する。（ただし、イベント等が近い時は他の曜日にも活動する時
もある）

月 参加予定大会等 その他

栃木県立栃木高等学校　語学部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○部活動を通して、年次を越えた生徒間の交流の中で、望ましい人間関係の構築を図るとともに、学習意欲を向上
させ、自己肯定感、責任感、連帯感を育成する。
○安全管理を徹底し、生徒が安心安全に参加できる部活動運営を行う。
○部活動を通して、英語力の向上を図るとともに、個性を伸長させ、英語を通して情報のやりとりをしたり、世界
を視野に入れた知見を養う。

活動
方針

○活動を通し、英語の４技能、および論理的思考力をバランスよく伸ばす。
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ効果的な活動を行う。



栃木県立栃木高等学校　演劇部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○集団創作・表現活動を通して、共働力と社会への発信力を養う。
〇多様な身体表現スキルを身に着け、将来のコミュニケーションリーダーを目指す。
○日常の基礎基本を大切にし、結果として県大会連続出場を果たし、県代表となることを目指す。
〇こころが震えるほど感動する作品作りを、日常から目指す。
〇社会環境を見極め、常に新しくあり続ける栃高演劇部の創造を目指す。

活動
方針

〇学業と部活動との高いレベルでの両立（本人の将来のため、学力を高めさせる）
〇全体の目標を共有し、個人の目標と課題も明確にして、活動する（貴重な時間、漫然と活動しない）
〇時間を大切にする（だらだらと時間を過ごさない）（部活動はただの居場所ではない）
〇日常が舞台につながるという認識をもって、行動する（ほんとうに人の胸を打つ役者は「精神性」が高い）
○万事指示待ち受け身にならない（個人主義的主体性の尊重ではなく、責任感に基づく自律心のことである）
〇整理整頓、ものを大切にする（モノには代価があり、公共の物品である）
〇和をもって尊しとなす（人間は社会的存在である）
〇あいさつ習慣（人間関係の基本）

休養
日

○原則として水曜日と日曜日を休養日とする。
○作品制作、大会準備期間以外については適宜、休養日を設定していく。
○夏季、冬季休業期間は各部員の予定を集約したうえで、活動日を設定する。
〇活動終了時刻を明確にし、遠距離通学者の学習時間の保証に務めた時間設定をする。

活動
時間

○火～木　１７：００～１８：２０
○金　１６：００～１８：２０
○土　９：００～１２：００
※４５分日課や大会前は変動あり

月 参加予定大会等 その他

４月
新入生歓迎公演

５月
（新人公演）

６月
〇第二金土、下都賀地区演劇フェスティバル（栃木大平）
〇三年生引退公演（講堂）

７月
○第四月火、県ワークショップ（宇都宮市文化会館）

８月

９月
栃高祭ワークショップ

10月
〇第三金土日、県南ブロック大会コンクール（栃木大平）

11月
〇第三木金土日、栃木県大会コンクール（栃木市）

12月
〇栃女との合同作品制作活動開始

１月

２月

３月
〇第四土日、とちぎ蔵の街高校演劇祭＜栃女との合同作品＞



12月
〇栃木県高等学校美術展　１２／１２（金）～１２／１５（月） 12/1２（金）搬入、展示作業

12/1５（月）搬出、片付け

３月
〇デッサンおよび自由制作

１月
〇デッサンおよび自由制作

２月
〇デッサンおよび自由制作

10月
〇高校美術展に向けた制作

11月
〇高校美術展に向けた制作

８月
〇8／31（日）栃高祭

〇栃高祭に向けた作品制作
〇実技講習会への参加

９月
〇実技講習会（デザイン） 〇高校美術展に向けた制作

〇実技講習会への参加

〇栃高祭に向けた作品制作

６月
〇栃高祭に向けた作品制作

７月
〇実技講習会（彫刻・工芸）

４月
〇油彩画の制作
〇その他の画材・材料の研究

５月
〇油彩画の制作
〇その他の画材・材料の研究

休養
日

○原則として、土、日、祝日は活動を行わない。
○展覧会前は、各自の進捗状況に応じて活動する。

活動
時間

○１６：３０～１８：３０に活動し、１９：００完全下校とする。

月 参加予定大会等 その他

栃木県立栃木高等学校　美術部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○部活動の実施については、生徒の安全を考え、生徒の意向を尊重して話し合いながら行う。
○高校美術展の入賞を目指す。
○活動を通じて主体的な態度を養い、学業との両立に配慮し、バランスのとれた健全な心身の育成を目指す。

活動
方針

○学校生活や学業に支障のない範囲で、充実した制作活動を行う。
○技術、表現力の向上を目指す。
○生徒同士、生徒と教師との望ましい人間関係を構築できるように努力する。



休養
日

（特に設けない）

栃木県立栃木高等学校　物理部の活動方針及び年間活動計画等

４月

目標

○活動を通して、生徒の探究心を育成し、学校生活における主体的な態度を養うとともに、学習意欲の向上や責任
感、連帯感の育成を目指す。

活動
方針

○生徒の自主的な活動を尊重し、活動を支援する。
○実験器具等の取り扱いに十分留意し、安全を確保する。

５月

活動
時間

○原則、平日は火・水・木曜日を活動日とし、一日の活動時間は90分程度、18時半には完全下校とする。
○定期考査初日の1週間前から定期考査実施期間（最終日を除く)は原則活動を行わない。
〇長期休業中も、学期に準じた扱いとする。

月 参加予定大会等 その他

８月
SSH研究発表大会

９月
栃高祭

６月

７月

12月

１月

10月
缶サット甲子園関東大会

11月

２月

３月



12月

１月
〇全グループ：26（日）巴波川水質調査（予定）

２月

３月
〇表面積グループ：日本化学工学会（日程未定）

８月
〇大谷石グループ：全国SSH生徒研究発表会（8/5～7）

９月
〇表面積グループ：日本金属学会秋期講演大会（日程未定）
〇全グループ：日本学生科学賞栃木展覧会出展（日程未定）

10月
〇全グループ：12（土）栃木高校SSH生徒研究発表会

11月

４月

５月

６月

７月

栃木県立栃木高等学校　化学部の活動方針及び年間活動計画等

活動
時間

○原則として、毎週火、金曜日を活動日とする。
○1日の活動時間については、平日は２時間程度として19時には完全下校とする。
○休業日の活動は、発表会前や、時間のかかるデータ計測になるために、８時間程度かかる場合もある。
○定期考査初日の１週間前から定期考査実施期間（最終日を除く）は原則として活動を行わない。

月 参加予定大会等（電気分解グループ・表面積グループ・大谷石グループがある） その他

目標

〇活動にあたっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。怪我等の防止に努め、生徒間の話し合いを重視する。
〇ＳＳＨ全国発表会の学校代表、参加学会での入賞を目指す。
〇活動を通して、生徒の探究心を育成し、充実した学校生活を送ろうとする主体的な態度を養うとともに、生徒の
学習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の育成を目指す。
〇部員全員の学業成績の向上を目指す。

活動
方針

○生徒の健康管理に十分に配慮し、適正な休養日を確保する。
○学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的で活効率的・効果的な活動を行う。
○学会発表時には、宿泊を伴うことがある。その際、生徒の探究方法の技術の向上と生徒間の生徒同士や生徒と教
師等の望ましい人間関係の構築を目的として、懇親的なミーティングを行う。
○実験時の自己を予防するために、白衣・防護眼鏡の着用やドラフトを活用するなど、活動のリスクマネジメント
を構築する。

休養
日

〇実験の区切りで、データ計測等をまとめて行う場合や、発表会の直前には、月、水、木曜日の放課後、週末の終
日を活動に当てることもあるが、その際も、土日のどちらか１日は休養日となるようにする。
○長期休業中も、学期に準じた扱いとする。
〇８／13～８／15、１２／30～１／３、３／２９～3／31は、長期の休養期間とする。



12月
〇花壇整備

３月
〇花苗の植え込み、水あげ

１月
〇花壇整備

２月
〇花壇整備

10月
〇花壇の整備、植物の観察

11月
○花苗の植え替え、球根類の植
え込み

８月
〇花壇の整備、植物の観察

９月
〇花壇の整備、植物の観察

６月
〇花壇内の除草、水あげ

７月
〇花壇の整備、植物の観察

４月
〇花壇設計、花壇内の除草、水
あげ

５月
〇花苗の植え替え、球根類の堀
上、水あげ

休養
日

（特に設けない）

活動
時間

〇水曜日を中心とした活動　その他植物の植え替え、除草、防虫等のタイミングで必要な時

月 参加予定大会等 その他

栃木県立栃木高等学校　園芸部の活動方針及び年間活動計画等

目標

〇花壇で春夏秋冬の草花を育成しながら、校内の植物を慈しむ。

活動
方針

〇植物を通じて自然に親しみ、校内に癒やしの空間を演出する。



２月
○ＳＳＨ研究成果発表会

３月
〇校内弁論大会での写真撮影 ○卒業式

〇校内弁論大会

10月

11月
〇県高文連写真部会技術講習会 ○栃高耐久レース

○創立記念式典

12月
〇県高文連写真展

１月

６月
○芸術鑑賞会

７月

８月
〇県高文連写真部会技術講習会
〇栃高祭での写真撮影

〇栃高祭

９月

５月
〇栃高スポーツ祭の写真撮影 ○栃高スポーツ祭

活動
時間

〇月２日程度、放課後１～２時間程度
〇学校祭、展覧会の前は週3日程度実施。

月 参加予定大会等 その他

休養
日

（特に設けない）

栃木県立栃木高等学校　写真部の活動方針及び年間活動計画等

４月
○入学式

目標

〇撮影活動を通して、人や自然と触れ合いながら、カメラ撮影技術の向上を図る
〇高文蓮写真部会の研修を通して技術の向上を図る。
〇高文蓮の写真展において上位の入賞を果たす。

活動
方針

〇展覧会や写真展への出品を目指し、自主的・主体的な活動を行う。また、各学校行事の記録・撮影を行う。



４月

５月

栃木県立栃木高等学校　書道部の活動方針及び年間活動計画等

活動
方針

目標

○学業との両立を重視し、効率的な練習内容を考えることで、無理のない活動が行えるようにする。

○生徒の健康管理に配慮し、特に感染症予防や熱中症予防対策を十分に行う。

○部活動の実施にあたっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。

○常に向上心を持って、主体的・積極的に日々の練習に取り組む。

○県高校書道展や各種展覧会に於いて、上位入賞を目指す。

○部活動を通して、生涯にわたり書道を愛好する心を培う。

○生徒の話し合いを重んじ、部員相互の豊かな人間関係の醸成を目指す。

休養
日

活動
時間

月 参加予定大会等 その他

11月

12月

１月

２月

３月

６月

７月

８月

９月

10月

○栃高祭での作品展示と書道パフォーマンスの実施

○２7(土)～２8(日)栃木市内高等学校合同書道展

○12(金)～15(月) 栃木県高等学校書道展

○20(土)～21(日)学校教育書写書道作品展

○19(金)～21(日)下野教育書道展中央展

○25(土)～ 栃木県芸術祭美術展書道部門出品

○ 栃高文連書道部会書道実技講習会(予定)  ○ 下野の書展出品

○27(日)～29(火)全国高等学校総合文化祭香川大会出場

○一日の活動時間は、平日は２時間程度として１９時には完全下校とする。

○長期休業中は、一日３時間程度の活動とする。

○原則として、毎週日曜日を休養日とする。

○冬季休業中は原則として全休とする。

○1(金)～3(日) 書道部作品展（岩下の新生姜ホール・栃木市栃木文化会館）

（31(木)作品飾り付け）

○蔵の街サマーフェスタ

書道パフォーマンス(予定)

○ とちぎ山車まつり春の陣

書道パフォーマンス(予定)

○31(土)～1(日)書初栃木地区展

○7(土)～8(日)書初中央展



栃木県立栃木高等学校 放送部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○部活動の実施に当たっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。
○部活動を通して、生徒が充実した学校生活を送ろうとする主体的な態度を養うとともに、生徒の学習意欲の向上
や自己肯定感、責任感の育成を目指す。

活動
方針

○基本的に対外活動（コンクール等）への参加は行わず、校内での活動とする。ただし、部員からの要望が出た場
合は、話し合いの上検討することとする。
○校内の活動としては、平日清掃時の放送担当、集会時の放送設備の準備及び調整、学校祭時の放送関係の管理等
とする。

休養
日

○学校休業日は活動は行わない。

活動
時間

○上記の通り、平日は清掃時前後を活動時間とするので、30分程度となる。また、集会時は集会の前から終了後
までを活動時間とする。
○学校祭時は放送委員とともに分担して担当し、部員の担当は２～３時間にとどめる。

月 参加予定大会等 その他

４月
清掃時放送担当
集会時放送設備準備調整

５月
同上

６月
同上

７月
同上

８月
同上
学校祭準備

９月
同上
学校祭時の放送管理

10月
同上

11月
同上

12月
同上

３月
同上

１月
同上

２月
同上



12月

３月

１月

２月

10月

11月

８月
○高校生クイズ全国大会

９月

６月

７月
○高校生クイズ地区予選会

４月

５月

休養
日

（特に設けない）

活動
時間

○毎週火～木曜日　１６：３０～１８：３０

月 参加予定大会等 その他

栃木県立栃木高等学校　史学部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○高校生が参加できる各種クイズ大会に出場して優勝を目指す。

活動
方針

○クイズに関する問題や各種情報を収集し、幅広い知識の習得に努める。



休養
日

（特に設けない）

栃木県立栃木高等学校　天文部の活動方針及び年間活動計画等

４月
新入生オリエンテーション

目標

〇学校祭での天文台公開にむけての機材メンテナンス・掃除
〇天文宇宙検定に向けた書籍等による天体や機材の勉強
〇天体観測

活動
方針

〇週に１回活動（水曜日）
〇長期休業中は活動しない

５月
天文宇宙検定

活動
時間

〇放課後18：30まで

月 参加予定大会等 その他

８月
学校祭での天文台の公開に向け
た掃除

９月
学校祭での天文台の公開 学校祭での天文台の公開

６月
3年生引退・新部長選出・天文
台掃除

７月

12月

１月

10月

11月
天文宇宙検定

２月

３月



12月

３月

１月

２月

10月

11月

８月
○31日(日）栃高祭茶会

９月
〇中旬　栃木市高校生合同文化祭

６月

７月

４月

５月

休養
日

（特に設けない）

活動
時間

月 参加予定大会等 その他

月曜日  １６：３０～１８：３０

金曜日  １６：００～１８：００

栃木県立栃木高等学校　茶道部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○余暇を有効に活用して心身を鍛え、充実した学校生活を送ろうとする自発的主体的な態度を養う。
○茶道を通じて日本文化の本質を学び、日常生活に豊かさやゆとりを持てるようにする。
○学年を越えた生徒間や師弟間の交流の中で、望ましい人間関係の構築を図るとともに、学習意欲を向上させ、自
己肯定感、責任感、連帯感を育成する。
○作法の技能（点前の技術）の向上を図るとともに、個性の伸長と茶道を生涯に亘って楽しむ意欲態度を養う。
○安全管理を徹底し、意識高揚を図りつつ、安心安全の部活動運営に努める。

活動
方針

○生徒の安全への配慮をきちんと行う。
○美しい茶道の所作（お手前並びに立ち居振舞い）を心がけ、おもてなしの心を学ぶ。
○釜のお湯等の扱いや電気器具の使用に注意し、やけどをしないようにする。
○道具の破損等でけがをしないようにする。
○保護者の理解と協力を得た活動に心がける。
○金銭の取り扱いについて十分に配慮する。



〇12(土)～13(日) 全国高等学校将棋竜王戦栃木県予選
〇28(月) 全国高等学校総合文化祭囲碁部門

３月

活動
方針

休養
日

活動
時間

月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

〇10(土) 文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会栃木県予選

〇  6(土)～  7(日) 関東地区高等学校文化連盟将棋大会栃木県予選

〇11(土)・19(日) 全国高等学校文化連盟将棋新人大会栃木県予選 兼 栃木県高等
学校将棋新人大会

栃木県立栃木高等学校　囲碁将棋部の活動方針及び年間活動計画等

目標

１月

２月

参加予定大会等 その他

〇部活動の実施にあたっては、生徒の安全を第一に考えて実施する。怪我等の防止に努め、生徒間の話し合いを重
視する。
〇各種県大会での上位入賞を目指す。
〇活動をとおして、生徒が心身を鍛え、充実した学校生活を送ろうとする主体的な態度を養うとともに、生徒の学
習意欲の向上や自己肯定感、責任感、連帯感の育成を目指す。
〇部員全員の学業成績の向上を目指す。

〇生徒の健康管理に十分配慮し、適正な休養日を確保する。
〇学校生活や授業等に支障のない範囲で、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。
〇県外大会宿泊等の際に、生徒の技術・競技力の向上と生徒間の生徒同士や生徒と教師等の望ましい人間関係の構
築を目指す。

〇原則として、毎週土曜日、日曜日、祝日を休養日とする。
〇大会参加等で土曜日、日曜日の休養日が確保できなかった場合は、翌月曜日を休養日とする。
〇長期期間中も、学期中に準じた扱いとする。
〇 8/12～ 8/16、12/29～ 1/ 3、 3/28～ 4/ 5は、オフシーズンとする。

○原則として、１６：３０～１８：３０とする。

〇  8(土) 栃木県高等学校総合文化祭囲碁大会 兼 栃木県高等学校囲碁新人大会
〇22(土) 栃木県高等学校将棋段位認定大会

〇19(土)・27(日)29(火) 全国高等学校将棋選手権大会栃木県予選



栃木県立栃木高等学校　情報科学部の活動方針及び年間活動計画等

目標

〇放課後の時間を有効活用して情報機器にふれ、充実した学校生活を送ろうとする自発的・主体的な態度を養う。

活動
方針

〇年次を越えた生徒間の交流の中で、望ましい人間関係の構築を図るとともに、パソコンスキルの向上を目指す。
（顧問と相談しながら、生徒の自主的な計画の立案によって活動方針を調整していく）
 1) パソコン製作工程を通して、情報機器（主にパソコン）の構成・仕組みについて理解を深める
 2) ゲーム制作工程を通して、ソフトウェア開発手法について理解を深める
 3) プロジェクト(期限の有る活動)の運営・管理を体験する

休養
日

（特に設けない）

活動
時間

〇放課後２時間程度

月 参加予定大会等 その他

４月
活動計画立案

５月
新作ゲーム構想

６月
新作ゲーム設計・実装

７月
新作ゲーム実装・テスト

８月
31（日）栃高祭 新作ゲームのテスト

栃高祭

９月
栃高祭ふりかえり

10月
情報分野の自主学習

11月
情報分野の自主学習

12月
情報分野の自主学習

３月
新入生部活動紹介へ向けた製作

１月
次期ゲームに向け動向調査

２月
次期の構想



栃木県立栃木高等学校　漫画創作部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○部活動の実施については、生徒の安全を考え、生徒の意向を尊重して話し合いながら行う。
○まんが甲子園の入賞を目指す。
○活動を通じて主体的な態度を養い、学業との両立に配慮し、バランスのとれた健全な心身の育成を目指す。

活動
方針

○学校生活や学業に支障のない範囲で、充実した制作活動を行う。
○発想力、技術、表現力の向上を目指す。
○生徒同士、生徒と教師との望ましい人間関係を構築できるように努力する。

休養
日

○原則として、土、日、祝日は活動を行わない。
○締め切り前は、各自の進捗状況に応じて活動する。

活動
時間

○１６：３０～１８：３０に活動し、１９：００完全下校とする。

月 参加予定大会等 その他

６月
〇まんが甲子園予選作品発送、6月5日（木）消印有効
（６月１3日（金）予選結果発表）

７月

〇まんが甲子園本選作品準備
〇「よせなべ」原稿制作

〇まんが甲子園本選作品準備
〇「よせなべ」原稿制作

８月
〇８／2（土）・８／3（日）まんが甲子園本選（於・高知市）
8／3１（日）栃高祭「よせなべ」発行

8/8（金）「よせなべ」原稿を
印刷所に発送

９月
〇次年度に向けて自主トレーニ
ング

４月
〇「よせなべ」原稿制作開始 〇新入生に向けて、「よせな

ぺ」の発行
〇ネタづくり研究

５月
〇まんが甲子園予選作品制作
〇「よせなべ」原稿制作

10月
〇次年度に向けて自主トレーニ
ング

11月
〇次年度に向けて自主トレーニ
ング

３月
〇「よせなべ」および「よせな
べ」原稿制作
○4月「よせなべ」印刷

12月
〇「よせなべ」および「よせな
べ」編集会議

１月
〇「よせなべ」および「よせな
べ」原稿制作

２月
〇「よせなべ」および「よせな
べ」原稿制作



栃木県立栃木高等学校　生物部の活動方針及び年間活動計画等

活動
時間

○一日の活動時間は、９０分程度として、１８時半には完全下校とする。
○定期考査初日の１週間前から定期考査実施期間（最終日を除く）は原則として活動を行わない。ただし、当該機
関においても、学会等参加の場合は、校長の承認を得て活動を実施することもある。

月 参加予定大会等 その他

目標

○充実した学校生活の一助になるように活動を支援する。
○生き物をよく観察させ、研究させ、その成果を記述させ、外部に発表させ、以て生物研究の楽しさを体感させ
る。

活動
方針

○生徒の自主性を尊重して活動を支援する。
○実験器具等の取り扱いに十分留意し、安全を確保する。

休養
日

○原則として、土曜日と日曜日は休みとする。また、原則として、平日のうち２日間は休みとする。
○長期休業中も、学期中に準じた扱いとする。

６月

７月

４月

５月

10月
○11(土)　SSH生徒研究発表会

11月

８月
○31(日)　栃高祭

９月

２月

３月

12月
○自然科学部会発表

１月
○日本生物教育学会高校生研究ポスター発表


